
 

 

第 1問 ③  

この声の主（ぬし）は、③のアオマツムシ。上石神井の町でも木

の上で大きな音で「リィー、リィー」と鳴いているのが聞かれま

す。鳴いているのはオスです。木の上で鳴いているので、すがた

を見つけるのはちょっとむずかしいかな。 

 

第 2問 ①   

この声の主は、①のエンマコオロギ。オスは夜、はねをこすり合

わせて鳴きます。「コロコロ リー」と聞こえると言われています

が、あなたには、どう聞こえますか。 

複眼の上のまゆのもようが、えんま様の顔のように見えることか

らこの名前がついたと言われています。体長２９～３５ミリくら

いの大きなコオロギです。ちなみに１５ミリほどの大きさで「リュ

ーリュー」と鳴くのはツヅレサセコオロギ。 

 

第 3問 ⑤   

この声の主は、⑤のキリギリス。オスが羽をこすり合わせて主に

昼間「ギィーッチョン」と大きな声で鳴きます。バッタは草食と思

われていますが、キリギリスは他の昆虫をつかまえて食べます。 

 

第 4問  ② 

この声の主は、②のクツワムシ。５０ミリくらいある大きなキリ

ギリスの仲間。オスは葉の上で「カシャカシャカシャ」と大きな声で

鳴きます。林のふちや、河原などのクズの葉がしげる場所を好む

と言われています。そのような場所がなくなってしまった 

上石神井では見つけるのはむずかしいかも。 

 

★それでは、④と⑥は？ 

④は、オケラ（ケラ）。土の中にいてオスは「ジーッ」と鳴きます。

多くの虫は鳴くのはオスですが、ケラはメスもわずかに音を出すそう

です。手がモグラそっくりのとてもかわいい昆虫ですが、見たことあ

る人は少ないかな。実は上小でも校庭の側溝（そっこう＝雨水を流す

みぞ）の中にたまった土の中で見つかることがありますよ。 

 

⑥は、トノサマバッタ。体は大きくてりっぱだけれど、鳴く声はあまり

聞かないね。図鑑にも「鳴かない」と書かれているかも。でもメスがそ

ばに来た時など特別な時にオスが「シリシリシリ」と小さな声で鳴くこ

ともあるのだとか。つかまえるチャンスがあったら飼育してみて自分で

確かめてみよう。ちなみに黒いぼうに糸をつけて引くとオスがメスとま

ちがえて飛びついてくる性質を利用した「バッタ釣り」でつかまえることもできるよ。（写真） 


